
おいでよ！但馬やまびこの郷へ
　自然がいっぱいの但馬やまびこの郷で過ごしてみませんか？当所は年間 35
週の受け入れをしています。楽しい体験活動の一部を紹介します。

料理を作ろう

　みんなで昼食を作ります。「おいしく作ろう」と、自然に
体が動き始めます。包丁さばきが上手な子、フライパンで炒
めるのが得意な子、分量を量るのが得意な子など、活動を通
して、子どもたちそれぞれのよさを見つけることができます。

地域と交流しよう

　活動範囲を少し広げて、地域に
出かけていきます。田植え体験、
保育体験、介護体験などを通し
て、地域の人の温かい人柄に触れ
ます。心が癒されるだけではなく、
自分の進路について考える機会に
もつながります。
　やまびこの郷から一歩踏み出す
と、すばらしい出会いが待ってい
ます。

遠くへ出かけよう

　活動も４日目に入ると、さらに活動範囲を広げていきます。
登山をしたり、カヤック体験をしたりといろいろなことに挑戦
します。くじけそうになることもありますが、仲間同士で励ま
し助け合うことや、スタッフが寄り添いかかわることで見事に
乗り越えます。その中で得た達成感や満足感は、必ず子どもた
ちの次の一歩につながります。

焼きリンゴ、
おいしいよ！

将来は、保育士に
なりたいなあ！

地域の人は、とて
も優しく教えてく
れるよ！

みんなの励ましで、
元気が出てきたよ！

おいでよ！但馬やまびこの郷へ



スーさん のちょっとセミナー

　それでは、なぜ４泊５日の宿泊体験をリピートすることによって、子どもたちが再登校し
ていくのでしょうか。それは、次の共同生活を通じての自信の獲得と低い自己像の修正がな
されるからです。

　共同生活での自信の獲得

　やまびこの郷へ入所してくる子どもたちは、スタッフや仲間
たちと経験する一週間のプログラムの中で、さまざまな達成感
や成就感を獲得していきます。例えば調理の場面では、スタッ
フから頼まれて快く素材を運んだり、調味料を適切に計量でき

　平成 21 年度に、当所で宿泊体験活動をした不登校の児童生徒 122 名の保護者にアンケー
ト調査を実施しました。下のグラフは、そのうち、回答のあった 63 名 ( 回答率 51.6% ) の
再登校状況を図示したものです。当所利用前の「ほぼ毎日登校」は 12.7%であったのが、利
用後は 34.9%まで増加しています。また利用前は「全く登校していない」割合は 52.4%であっ
たのが、利用後には 38.1%に減少しています。すなわち当所での宿泊体験によって、「学校
行事に参加」から「ほぼ毎日登校」まで含めると 61.9%の児童生徒が再登校していることが
わかります。

　今回は登校準備期のうちの長期欠席による自尊心の低下の状況から、子どもたちが
自己像を修正していく過程についてお話ししましょう。

「家庭での子どもへの働きかけ」連載その5

僕 も 私 も 出 来 る ん だ！
県立但馬やまびこの郷所長　　杉　村　省　吾

入所児童生徒の再登校状況



たりすると、「いい味になったね」などとスタッフからタイミングよく褒められます。自主
選択での創作活動で、七宝焼きや陶芸の作品が焼きあがったときにも「すてきね」と褒めら
れます。バスケットボールでロングシュートが入ったときにも「ナイスシュート」と声がか
かります。サイクリングで高い峠を登り切ったときにも「疲れたけどやったね」とねぎらわ
れます。このように子どもたちは、人から認められ、褒められ、賞賛される体験の積み重ね
によって自己評価を高め、自尊感情を獲得していきます。褒められることによって自己受容
ができるようになると、他者の作品などにも「うまいなあ」と他者受容の言葉を自然に発す
ることができるようになり、次第にコミュニケーションスキルを体得していくことになりま
す。
　 
　低い自己像の修正

　入所者たちは、上記のような成功体験や成就体験を経て、次第に自信を獲得していきま
す。すると、次第に自分自身を素直に受け容れる（自己受容する）ようになり、それに伴っ
て他者受容が可能となってきます。その結果、プログラムの集団行動を通じて、われわれ意
識や一体感が芽生え、連帯感・協調性が養われて、そこから「自分はだめな人間だ」という
低い自己像が修正されていきます。特に創作活動でのオブジェなどの共同製作やスポーツ活
動での両軍に分かれてのチームゲームなどで連帯感が生まれや
すく、その課題の知識や技術が期待されたり賞賛されたりする
と、その場が本人の居場所に転じていきます。
　したがって、ご家庭でも 
　「５つ怒って、３つグチ、残る２つは文句だけ」から     
　「５つ教えて、３つ褒め、２つ叱ってよい子育てる」
というかかわり方にシフトしてみてはいかがでしょうか。  

※どんな些細な相談でも受け付けていますので、一人で抱え込まずに
　相談することからスタートです。まずは、お電話ください。

　　　　　　　兵庫県立但馬やまびこの郷
　　　　　　　　℡　079－ 676－ 4724

( 七夕飾りの共同製作）

やまびこの郷は４泊５日の入所に
なっているんですが、１泊 2日では
利用できないのでしょうか

何日でもかまいません。お子さんの
状態に応じて、対応することができ
ます。半日体験、１日体験、１泊２
日なども受け入れています

子どもは、まだ入所できるような
状態ではないのですが、相談だけ
でも聞いていただけますか

相談だけでも受け付けています。また、
入所以外にも「地域やまびこ教室」や
「やまびこ親の会」もあります。一度、
お問い合わせください

まずはお電話ください

 



　地域やまびこ教室

　地域やまびこ教室では、但馬やまびこの郷のスタッフが、みなさんの街に出かけ、いろいろ
な体験活動や交流会などを行います。きっと、新しい発見や出会いがあります。いろんな人と
楽しく活動してみませんか。
第１回：  8 ／  9（月）県立神出学園
第２回：  8 ／ 12（木）伊丹市立労働福祉会館・青少年センター
第３回：  8 ／ 17（火）

明石市立少年自然の家
　　　　　 ～ 18（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第４回：  9 ／ 22（水）県立山の学校　　　　　　　　　　　
第５回：11 ／ 26（金）県立淡路文化会館
第６回：  2 ／   8（火）

県立兎和野高原野外教育センター
　　　　     ～  9（水）

　やまびこ親の会

　但馬やまびこの郷では、不登校の子どもを持つ保護者を対象に、
今年度も「やまびこ親の会」を１泊２日で実施します。
　1日（または、半日）の参加も可能です。一緒に語り合い、
一緒に考えてみませんか！
【期　日】平成 22 年 8月 28 日（土）～ 29 日（日）
【会　場】県立但馬やまびこの郷

やまびこの郷には、うれしいお便りがたくさん届きます。
子どもたちや保護者の声がやまびこのスタッフの元気の源です！

お便りの
紹 介

やまびこ情報
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機関紙「やまびこ」は、資源保護のため再生紙を使用し、 
環境にやさしいソイ（大豆油）インキで印刷しています。 
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